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有害物の分布等の把握 

 

周辺環境への影響検討 

 
①溶出試験  
（環告第 46 号）  

②全含有量試験  
（底質調査法）  

各分析項目（カドミウム、鉛、ヒ素、総水

銀、フッ素、ホウ素）の全含有量の多い試

料（各項目の上位３試料を目安）を抽出  

溶出特性（pH 依存性）を把握するための溶
出試験  
② (1)廃棄物層 pH に調整（溶媒）  
② (2)酸性雨 pH に調整（溶媒）  
② (3)周縁地下水最低 pH に調整（溶媒、抽出液）
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有害物分布の概略把握  ・ 全含有量が多い範囲  
・ 溶出依存性（pH 依存性）    の概略  
・ 浸出経路（粘土層破壊部分等）  把握  
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策
工
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掘削除去の必要性を

検討  
周辺地下水に与える影響の程度により対応方法を

検討  
 
※全含有量、溶出のおそれ、場外漏洩のおそれ、対

策費用等を総合的に勘案して検討する。  
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対策範囲特定のため

の調査  
対策範囲特定のための調査  


